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１．はじめに 

情報通信機器から発生する高周波電磁ノイズ

や、電気自動車等から発生する低周波電磁ノイ

ズが問題になっており、これに対応する電磁波

シールド評価が行われています。その中でも近

年では、CPUの高速化、電磁利用機器の高周波

化が進んでいることから、1GHz 超の周波数帯

域のシールド評価の必要性が高まっています。

そこで、今回は当センターで実施している

1GHz超のシールド評価について紹介します。 

２．電磁波シールド効果とは 

 シールド効果（SE：Shielding Effectiveness）

については、次式に記述するシェルクノフの式

にて表されます。 

SE[dB]＝R+A+B 

R：シールド表面における反射損失 

A：シールド材内での減衰損失 

B：シールド材内の多重反射効果 

図１にシールド材による電磁波減衰のイメー

ジを示します。上記の各損失・効果は、シール

ド材の導電率、誘電率、透磁率、厚みに依存し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．測定方法について 

 1GHz 超の測定は、一般に同軸管法で行いま

す。しかし、試料の精密な加工が必要になるた

め、当センターでは改良同軸管法（1GHz から

6GHz）にて測定を行っています。改良同軸管法

は、（一社）KEC 関西電子工業振興センターと

日本シールドエンクロージャー（株）で共同開

発された方法であり、シート状の材料であれば

比較的容易に 1GHz超のシールド効果を測定す

ることが可能です。 

改良同軸管法のシールド性能の評価は、次式

のように、前節の各損失を求めずに表すことが

できます。 

SE[dB]＝20 log(E0/E1) 

E0：シールド材が無い時の電磁界強度（V/m） 

E1：シールド材を透過した電磁界強度（V/m） 

電磁波シールド効果測定装置を図２に示しま

す。測定装置に試料を挟み、ネットワークアナ

ライザにより測定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．測定例 

 シールド効果の測定例を図３に示します。銅

箔とアルミ箔に対して市販されているシールド

材を比較評価しました。その結果、銅箔とほぼ

同等な性能であることが確認できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

 当センターでは、1GHz 未満の周波数帯域に

おいてもシールド評価することが可能です。ぜ

ひ、シールド材の開発、評価にご活用ください。 
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図１ シールド材による電磁波減衰 

 

図３ シールド効果の測定例 

 

（左：ネットワークアナライザ、右：測定装置） 

図２ 電磁波シールド効果測定装置 
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